
コンサルタンツ北海道　第 125号

15

まえがき
　公衆は技術を信頼して豊かで便利な生活を送って
いる。技術者は技術に内在するリスクを熟知してお
り、公衆の安全・安心を最優先しなければならない。
つまり、技術者には専門技術に関わる「安全」の担保
と共に、公衆から信頼されることによる「安心」を付
与することが求められています。
　さらに、私たち技術者には技術的判断に加え経営
的・管理的判断など、様々な場面において常にベス
トプラクティス（最良の慣行）が求められている。
　昨年の第 1回技術者倫理フォーラムに続き、本
年も第 2回技術者倫理フォーラムが開催されまし
た。当日は約 100 名の皆様にご来場をいただき、
技術者倫理への関心の高さを窺うことができまし
た。
　今年も「公衆から信頼される技術者になろう」とい
うテーマで、技術者倫理に関する講演や事例研究報
告が行われましたので、当研究会の活動報告と PR
を兼ねてここに報告したいと思います。

士会　倫理委員会　委員長　水野正勝氏を招き、改
定『技術士倫理綱領』が目指すもの　～技術士倫理要
綱改定の経緯とその趣旨について～
　と題して、この度の「技術士倫理要領」の改定につ
いて基調講演をいただきました。

報告
（社）日本技術士会　北海道本部　倫理研究会

第 2回　技術者倫理フォーラム
～公衆から信頼される技術者になろう～
● 2011年 5月 31日　ホテル札幌ガーデンパレス● 武　田　雅　志

1．基調講演
　第 2回技術者倫理フォーラムでは、（社）日本技術

○�現行の「技術士倫理要綱」の改定の必要性、改定に
向けての方向等、これまでの改定検討の経緯、方
針
○�『改定技術士倫理綱領』の前文、基本綱領、綱領の
解説の内容、基本綱領における対人関係と価値基
準（7原則）の組み合わせ構成
○�改定案の作成方針として、7原則と各種規範の関
係付け、キーワード（説明責任、情報開示、人材
育成、国際化）の考慮
○�要綱と綱領の規定としての名称や、独立技術士か
ら企業内技術士への変遷
　などについて、詳しく判りやすくお話しいただき
ました。図－ 1に「対人関係と価値基準」を、図－
2に「基本綱領」を示します。

写真－1　フォーラム会場

写真－2　水野氏
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「技術者」対
� 「公衆」、「業務の相手方」、「技術者」

2．事例研究報告
　前回、第 1回技術者倫理フォーラムの事例研究
報告では、実際に起こりそうな具体的な問題事例に
ついて、現場に携わる技術者としてどのような判断
をするべきかと言う視点で報告されました。
　第 2回技術者倫理フォーラムでは、倫理的問題
事例について、そこに関わるステークホルダー（利
害関係者）の多様な立場や思考について報告があり
しました。
　また、当日ご来場いただいた皆様からも事例研究
課題に対する様々な考えをお聞きし、今後の倫理研
究会における貴重な情報とすることができました。

（1）科学技術者の倫理
� 倫理研究会　佐崎技術士、今井技術士

【環境保全と会社の利益に悩む企業内技術者の事例】
　・�模範解答（内部告発、法の整備）の内容を解説し、
被用者としての技術者の立場で考察した。

　・�倫理的問題事例を、学会倫理規定や技術士倫理
綱領などの規範と照らし合わせて考察した。

　・�主人公（企業内技術者）が取るべき創造的折衷案
を整理した。

　・�その創造的折衷案について、様々な倫理問題の
解き方により検証を行った。

図－1　対人関係と価値基準

図－2　基本綱領

写真－3　左から今井氏、佐崎氏
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線引き問題・相反問題…。
“最大多数の最大幸福”さて、その解き方は？

（2）組織内技術者の悩み
� 倫理研究会　花田技術士、日下部技術士

　・�組織における技術者と経営者の関係と、双方の
「適切な決定」の要因などを体系的に整理した。

　・�双方の決定が著しく異なった場合に生じる組織
内の問題と、技術者が取るべき行動を考察した。

写真－4　左から花田氏、日下部氏
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【適切な決定に関する事例研究】
　・�人それぞれの価値観、置かれた環境、情報理解
の違い等により、考え方は千差万別となる。

あとがき
　今回の事例研究報告（2）「組織内技術者の悩み」の
中で、ご来場の皆様に当該事例に関するアンケート
にご協力いただきました。その集計結果は、本年度
倫理研究会の第 2回定例会（6月 13日開催）におい
て、早速議論させていただきました。

 

技術者の倫理とは…。
� 経営者の倫理とは…。

3．情報交換会
　フォーラム終了後、「第 2回技術者倫理フォーラ
ム」の開催を記念して情報交換会が開かれました。
約 40名の皆様のご参加をいただき盛大な情報交換
会となりました。
　斉藤支部長をはじめ、多くの方々からの来賓のご
挨拶をいただき、第二回を迎えた倫理フォーラムお
よび研究会に対する貴重なご意見をいただきまし
た。

　倫理研究会では内部講師によるミニ講演会を定期
的に開催しており、会員各位の倫理的課題に対する
様々な立場や考え方に触れることにより、より深い
倫理的思考の醸成を目指しているところであります。
　つまり、倫理的問題のベスト・アンサー（最良の
答）を求めることより、その課題を解決するための
多様なベスト・プラクティス（最良の慣行）を体験す
ることに主眼をおいて議論が進められております。
　倫理研究会の活動内容は、本年より北海道支部
HPに掲載しております。皆様も熱い議論をご一緒
に如何ですか？
 

ベスト・アンサー（最良の答）より、
� ベスト・プラクティス（最良の慣行）

武　田　雅　志（たけだ　まさし）
技術士（建設／総合技術監理部門）

公益社団法人 日本技術士会北海道本部
倫理研究会

写真－5　情報交換会

写真－6　集計結果を発表する花田氏




